
 

 

 

 

 

 

  学校行事や考査も一段落し、どっと疲れが出ている人はいませんか。県内では、インフルエンザ

の流行が続いています。手洗いやマスクの着用、規則正しい生活など基本的な感染症対策に加えて、

環境面での感染症対策も大切です。各教室の温湿度計や CO２モニターを確認して、学校全体で感染

症対策に取り組みましょう。 

 

●加湿器を有効活用して、湿度を調整しよう！ 

湿度が低く空気が乾燥していると、空気中にウイルスが飛散しやすくなります。また、

鼻やのどの粘膜が乾燥すると、ウイルスを排出する力が弱まって、体内にウイルスが取り

込まれやすくなります。加湿器を上手に活用して、湿度４０％以上を目指しましょう。 

●積極的に「換気」をしよう！ 

寒くなってくると教室の窓を開ける機会も減ってくるかと思いますが、締め切っていると

ウイルスも充満します。「感染症対策には、換気が効果的！」と学校医の先生からもアドバ

イスがありました。みんなで協力して教室の換気をしましょう。 

換気をするときのポイント 

★３０分に１回、５分程度の換気を。授業の初めや中間、授業後など SA や授業担当の先生

と換気のタイミングを決めておくとよいかも！！ 

★窓と廊下側の扉を１０㎝ほど開けて空気の通り道を作って授業中も常時換気ができると 

より効果的！ 

※換気をすると一時的に室内の温度が下がります。温かい服装で登校しましょう。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

学校感染症と診断されたら・・・ 

① 病院で診断を受けたら、すみやかに学校

（SA）へ報告してください。 
 
② 治癒後、登校した際に書類を配付しま

す。 

「治癒届」を保護者に記入してもらい学校

に提出してください。 

※証明書類として薬の説明書（写し）が

必要となります。保管しておいてくだ

さい。 
 

③ 出席停止の扱いとなります。主治医の先

生の指示に従って、しっかり療養してく

ださい。 

 

 

１2月の保健目標 

感染症の予防に努めよう 

保健だより １１月号 
宮城県東松島高等学校 

令和７年１１月２８日 No.７ 

 

 

 

 

 


